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CNTROB; LIP8; PP1221; Centrobin; Centrosomal BRCA2-interacting protein; LYST-interacting
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、BRCA2と相互作用する中心体タンパク質をコードし、中心小体の複製および細胞質分裂に必須である。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2011年8月],発生段階：G1期後期またはS期前期の中心小体形成過程において、新たに形成された娘中心小体に優先的に組み込まれる。細胞周期を通して娘中心小体中に留まる。次の中心小体複製周期において、元の娘中心小体におけるこの遺伝子の量は最終的に減少する。,機能：中心小体複製に必須。中心小体複製の阻害により細胞質分裂に障害が生じる。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,配列注意:フレームの選択が間違っている。,細胞内局在:中心小体関連で、娘中心小体と非対称に局在する。,サブユニット:LYSTと相互作用する。,組織特異性:広く発現している（タンパク質レベル）。精巣で高い発現を示す。脾臓、胸腺、前立腺、小腸、結腸、末梢血白血球にも発現する。,
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	CNTROB抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	Centrobinポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

